
セキュリティ対策
中 小 企 業 の

－－

被
害
防
止
へ
対
策
進
む
も
道
半
ば


年
度
の
調
査

報
告
書
を
公
開

調
査
報
告
書
の

詳
細
は
こ
ち
ら

被害防止のための組織面・運用面の対策（前回比較）

　
独
立
行
政
法
人
情
報
処

理
推
進
機
構
（
Ｉ
Ｐ
Ａ
）

は
３
月
、
「
２
０
２
１
年

度
中
小
企
業
に
お
け
る
情

報
セ
キ
ュ
リ
テ
ィ
対
策
の

実
態
調
査
報
告
書
」
を
公

開
し
た
。

年
度
調
査

（
前
回
調
査
）
と
の
比
較

で
は
、
中
小
企
業
に
お
け

る
対
策
の
実
施
状
況
の
改

善
は
わ
ず
か
で
あ
り
、
さ

ら
な
る
対
策
の
必
要
性
の

訴
求
や
対
策
の
実
践
に
向

け
た
支
援
の
必
要
性
が
明

ら
か
に
な
っ
た
。
主
な
調

査
結
果
を
紹
介
す
る
。

■
過
去
３
期
に
お
け
る

「
Ｉ
Ｔ
投
資
」
「
情
報
セ

キ
ュ
リ
テ
ィ
投
資
」
を
行

っ
て
い
な
い
企
業
は
共
に

約
３
割

　
過
去
３
期
に
お
け
る

「
Ｉ
Ｔ
投
資
」
の
状
況
に

つ
い
て
、
「
投
資
を
行
っ

て
い
な
い
」
と
回
答
し
た

企
業
は

％
。
ま
た
、
過

去
３
期
の
「
情
報
セ
キ
ュ

リ
テ
ィ
対
策
投
資
」
に
つ

い
て
も
「
投
資
を
行
っ
て

い
な
い
」
と
回
答
し
た
企

業
は

・
１
％
で
あ
っ
た
。

「
Ｉ
Ｔ
投
資
」
に
つ
い
て

は
前
回
調
査（

・
７
％
）

と
比
較
す
る
と

・
７
％

の
改
善
と
考
え
る
こ
と
が

で
き
、
Ｉ
Ｔ
の
導
入
・
活

用
が
中
小
企
業
に
お
い
て

も
一
定
程
度
、
進
ん
で
い

る
様
子
が
う
か
が
え
る
。

　
情
報
セ
キ
ュ
リ
テ
ィ
対

策
投
資
を
行
わ
な
か
っ
た

理
由
と
し
て
は
、
「
必
要

性
を
感
じ
て
い
な
い
」
の

割
合
が
最
も
高
く

・
５

％
で
、
「
費
用
対
効
果
が

見
え
な
い（

・
９
％
）」、

「
コ
ス
ト
が
か
か
り
過
ぎ

る
（

・
０
％
）
」
が
続

い
て
い
る
。
な
お
、
中
小

企
業
（
１
０
１
人
以
上
）

の
「
そ
の
他
」
の
割
合
が

高
く
、
こ
れ
に
は
「
親
会

社
が
投
資
し
て
い
る
た
め

自
社
負
担
が
な
い
」
と
い

っ
た
趣
旨
の
回
答
が
多
く

あ
っ
た
。

■
情
報
セ
キ
ュ
リ
テ
ィ
対

策
の
実
施
状
況
は
、
５
年

前
と
比
べ
て
改
善
は
わ
ず

か　
被
害
防
止
の
た
め
の
組

織
面
・
運
用
面
の
対
策
の

実
施
状
況
に
つ
い
て
、
前

回
調
査
の
結
果
と
比
較
す

る
と
、
大
半
の
項
目
で
対

策
実
施
の
割
合
が
増
加
し

て
い
る
。特
に
、「
情
報
セ

キ
ュ
リ
テ
ィ
対
策
の
定
期

的
な
見
直
し
」
に
つ
い
て

は

・
４
％
と
前
回
調
査

（
５
・
６
％
）
か
ら

％

以
上
増
加
し
た
（
図
表
）。

　
一
方
、
情
報
セ
キ
ュ
リ

テ
ィ
関
連
製
品
や
サ
ー
ビ

ス
の
導
入
状
況
に
つ
い

て
、
「
Ｖ
Ｐ
Ｎ
（
仮
想
専

用
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
）
」
の

導
入
に
つ
い
て
は

・
１

％
と
前
回
調
査
（

・
９

％
）
か
ら
５
・
２
％
増
加

し
て
い
る
も
の
の
、
そ
の

他
の
情
報
セ
キ
ュ
リ
テ
ィ

関
連
製
品
や
サ
ー
ビ
ス
に

つ
い
て
は
前
回
調
査
と
大

き
な
差
が
な
い
状
況
で
あ

っ
た
。

■
情
報
セ
キ
ュ
リ
テ
ィ
被

害
に
「
遭
っ
て
い
な
い
」

と
の
回
答
が

・
３
％

　

年
度
の
１
年
間
に
情

報
セ
キ
ュ
リ
テ
ィ
被
害
に

遭
っ
た
か
否
か
を
聞
い
た

設
問
で
は
、

・
３
％
が

「
被
害
に
遭
っ
て
い
な

い
」
と
回
答
し
た
。
何
ら

か
の
被
害
に
遭
っ
た
企
業

は
５
・
７
％
で
、
最
も
多

い
回
答
は
「
コ
ン
ピ
ュ
ー

タ
ウ
イ
ル
ス
に
感
染
（
２

・
７
％
）
」
で
あ
っ
た
。

　
ま
た
、
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ

ウ
イ
ル
ス
の
被
害
を
認
識

し
て
い
る
企
業
の
う
ち
、

想
定
さ
れ
る
侵
入
経
路
は

「
電
子
メ
ー
ル
」
の
割
合

が
最
も
高
く

・
２
％
で
、

「
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
接
続

（
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
閲
覧
な

ど
）
（

・
９
％
）
」

「
自
ら
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
し

た
フ
ァ
イ
ル（

・
４
％
）」

が
続
い
た
。

　
し
か
し
、

年
度
の

「
中
小
企
業
サ
イ
バ
ー
セ

キ
ュ
リ
テ
ィ
対
策
支
援
体

制
構
築
事
業
（
サ
イ
バ
ー

セ
キ
ュ
リ
テ
ィ
お
助
け
隊

事
業
）
成
果
報
告
書
」
で

は
、
中
小
企
業
１
１
１
７

社
に
設
置
し
た
機
器
が
外

部
か
ら
の
不
審
な
ア
ク
セ

ス
を

万
１
５
３
６
件
も

検
知
し
た
こ
と
が
明
ら
か

に
な
っ
て
い
る
。
先
述
の

情
報
セ
キ
ュ
リ
テ
ィ
対
策

の
実
施
状
況
を
踏
ま
え
る

と
、
回
答
企
業
に
お
い
て

サ
イ
バ
ー
攻
撃
を
認
識
で

き
て
い
な
い
可
能
性
も
否

定
で
き
な
い
。

　
本
調
査
報
告
書
に
つ
い

て
は
Ｉ
Ｐ
Ａ
の
ウ
ェ
ブ
サ

イ
ト
に
掲
載
し
て
い
る

（
Ｑ
Ｒ
コ
ー
ド
参
照
）。ま

た
、
個
別
の
イ
ン
タ
ビ
ュ

ー
調
査
に
基
づ
く

件
の

取
り
組
み
事
例
を
事
例
集

と
し
て
取
り
ま
と
め
、
後

日
公
開
を
予
定
し
て
い

る
。事
例
集
は
、情
報
セ
キ

ュ
リ
テ
ィ
に
関
す
る
取
り

組
み
内
容
が
充
実
し
て
い

る
、
も
し
く
は
投
資
が
多

い
事
例
や
、
被
害
実
態
な

ど
の
あ
る
事
例
、
サ
プ
ラ

イ
チ
ェ
ー
ン
上
で
の
要
請

が
多
い
事
例
な
ど
を
選

定
。
調
査
報
告
書
と
併
せ

て
自
社
の
取
り
組
み
の
参

考
に
し
て
ほ
し
い
。

（
独
立
行
政
法
人
情
報
処

理
推
進
機
構
・
江
島
将
和
）




